
MP8931AMP8931A　　誤り率測定器誤り率測定器

特長特長

★動作周波数1kHz～155MHz。
★PN9/15/23段及びALL0/1による送出・検出が可能。
★従来のNRZ(TTL-Clock/Data/Enable)入力I/Fに加え、
   デジタル放送用機器I/FとしてDVB-ASI* および
   DVB-SPI*を標準装備。
★DVB I/Fデータパケット内の誤り率測定箇所の選択が可能。
★誤り挿入による測定が可能。
★GPIB/RS232Cによるリモート制御が可能。
★薄型筐体使用による省スペース設計。

MP8931Aは、デジタル放送、移動体通信、デジタル
回線など、デジタルデータを取り扱うさまざまな分野
で使用できる汎用的なビット誤り率測定器です。

*DVB-ASI : Digital Video Broadcasting - Asynchronous Serial Interface
*DVB-SPI  : Digital Video Broadcasting - Synchronous Parallel Interface



主な規格主な規格　　
No. 項 目 規格 備考

1 測定用インタフェース NRZ、DVB-SPI、DVB-ASI
2 リモート制御用インタフェー

ス

GPIB、RS-232C

3 内部クロック周波数 1kHz～155MHz
4 外部クロック入力 1kHz～155MHz、TTL／ECL、75Ω／1MΩ NRZ、DVB-SPI
5 送出・測定パターン PN9 、 PN9_INV 、 PN15 、 PN15_INV 、 PN23 、

PN23_INV、ALL”0”、ALL”1”、”1010”
全インタフェース共通

6 誤り挿入 無し、手動、連続挿入(10-3、10-4、10-5、10-6、10-7) 全インタフェース共通
7 測定時間・ビット数設定 測定時間(0～59秒、0～59分、0～999時間)、測定ビット

数(103～1015)、手動
全インタフェース共通

8 AUTOSYNC(同期外れ時
の動作)

ON(再同期後再測定)、OFF(再同期を行わなず、測定
継続)

全インタフェース共通

9 DVBインタフェースパケット
種別

①204：(1)+187+(16)パケット
②188：(1)+187パケット
③204：(1+3)+184+(16)パケット
④188：(1+3)+184パケット
⑤204：(1)+203パケット
⑥204：(1+3)+200パケット

DVB-ASI、DVB-SPI

10 スループット設定 1MHz～27MHz DVB-ASI
11 状態表示LED Counting、Syncloss、Signalloss、Errors
12 画面表示 ①“エラーレート”、”エラー／総データ”切替表示

②Over　Flow表示
全インタフェース共通

13 表示画面制御 表示OFF、輝度調整
14 設定データ自動セーブ 電源断直前に設定されたパラメータをセーブし、次回立

上げ時に自動的に設定される
15 出力(送信)、モニタディセー

ブル

出力端子、モニタ端子の出力の可否を設定する 全インタフェース共通

16 外形寸法 426(W)×88(H)×451(D)mm 突起物を除く
17 質量 15kg以下
18 消費電力 50VA以下
19 動作温度範囲 0～50℃
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